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貧酸素水塊速報
（2005年）

docomo/au vodafone

平成17年10月31日観測分

溶存酸素量酸素飽和度
酸素飽和度と溶存酸素量の目安

魚類に影響30～40% 2.0ml /l

貧酸素水2.5ml /l

底層の溶存酸素量分布（ｍｌ／ｌ ：速報値）

　8月1日から「東京湾貧酸素水塊予測システム」が運用を開始しました。水産総合研究セン
ターのホームページからご覧ください。携帯電話からもアクセスできます。

　底層に高塩分（比重の大きい）水が侵入し，やや上下が混合しにくい状況になったため，貧酸素
水塊が広がっています。水温も表層で18～19℃，底層で19～20℃と底層が高くなっています．

　赤潮の発生はありませんでした。

docomoやauからは　http://www.agri.pref.chiba.jp/laboratory/fisheries/04jouhou/04tksuiteifile/04tksuiteimobile150.htm
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